
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①滞在交
流型観
光地づ
くりの
推進

・「観光で稼ぐ」意識を幅広く浸
透させていくことが必要

・受入側のホスピタリティ向上等
に取組む必要

・交通拠点と観光地間を結び
つける二次交通の整備が必要

○北海道観光振興機構のマーケティン
グ力の強化

○民族共生象徴空間（ウポポイ）への
国内外から誘客促進を展開

○新たな商品づくり等の取組への支援
○体験型観光の受入体制の整備
《ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの延期等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②総合交
通ネッ
トワー
クの形
成

・北海道新幹線の更なる利用促進、
開業効果の全道波及の推進が必要

・観光等による交流人口の増加を
更に促進することが必要

・新千歳空港を含む道内空港の機
能整備などを進めることが必要

○北海道新幹線の利用促進、開業効果の
全道波及に向けた取組の推進

○新千歳空港の国際拠点空港化や地方
空港の国際化の促進

○国内航空ネットワークの維持・確保
《国際線の運休》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

2 分 野：経済・産業

食や自然環境など
豊かな資源を活か
した滞在交流型の
観光地づくり

①滞在交流型観光
地づくりの推進
（経済部）

道内交通体系
の充実・強化

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

観光施策によ
る効果の地域
経済への波及

観光消費額（道内客1 人当たり）（施策①②) 観光消費額（道外客1 人当たり）（施策①②）

前回調査時
（H27）か
ら微減と
なったもの
の、概ね順
調に推移

目標未達であ
るが、魅力あ
る観光地づく
りなど、消費
額増加のため
の取組の成果
により増加

中国人観光
客による
「爆買い」
が落ち着い
たことなど
が要因とな
り、減少

観光消費額（外国人1 人当たり）（施策①②）

【総合計画の指標】

(円)

(円)

(円)

A 政策の方向性：食や自然環境など豊富な資源を活かした滞在交流型の観光地づくり

(6) 政 策 の 柱：多彩な地域資源を活かした世界が憧れる観光立国北海道の更なる推進

②総合交通ネット
ワークの形成
（総合政策部）
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【関連指標】

H30年は胆振東
部地震の影響が
あったものの、
宿泊客延べ数
は、前年度比
1.5％増

宿泊延べ数（万人泊）（施策①）

(万人泊）
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<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

（※）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0504PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0204PDC.pdf

